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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

●最新情報 ●来場時のお願い
各種最新情報や競技情報は下記に掲載します ❶最新の開催情報を公式サイトで確認

してください
❷会場内ではスタッフの案内に従って
ください

❸体調がすぐれない場合は救護所へお
越しください

❹撮影禁止の表示がある場所では撮影
できません

公式サイト Instagram



第36回全国産業教育フェア佐賀大会

さんフェア SAGA2026

会場全体マップ

A SAGA アリーナ
C ミズ ウェルビーホール

B SAGA プラザ

D  佐賀女子高等学校
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シャトルバス

無料シャトルバスの御案内
佐賀駅バスセンター（BC）

SAGA アリーナ⇔佐賀駅 BC

佐賀女子高等学校⇔佐賀駅 BC

10 月 24 日㈯

SAGA アリーナ 佐賀女子高等学校
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 7:30 → 7:45
 8:05 → 8:20
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 8:40 → 8:55
 9:05 → 9:20
 9:10 → 9:25
 9:40 → 9:55
 9:45 → 10:00
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 11:30 → 11:45
 12:30 → 12:45
 13:30 → 13:45
 14:30 → 14:45
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16:00 → 16:15
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SAGA アリーナ⇔佐賀駅 BC

SAGA アリーナ⇒ホテルグランデはがくれ
（文科省意見交換会・全国産業振興大会・教育懇談会会場）

佐賀女子高等学校⇔佐賀駅 BC

10 月 25 日㈰
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 7:30 → 7:45
 8:05 → 8:20
 8:45 → 9:00
 9:00 → 9:15
 9:20 → 9:35
 10:00 → 10:15
 10:30 → 10:45
 11:00 → 11:15
 11:30 → 11:45
 12:00 → 12:15
 12:30 → 12:45
 13:30 → 13:45
 14:30 → 14:45

 10:50 → 11:05
 11:50 → 12:05
 12:50 → 13:05
 13:50 → 14:05
 14:50 → 15:05
 15:20 → 15:35
 15:50 → 16:05
 16:20 → 16:35
 16:50 → 17:05
 17:20 → 17:35

発
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発着 着
佐賀駅 BC SAGA アリーナSAGA アリーナ 佐賀駅 BC→ →
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13:30 → 13:40
15:00 → 15:10
17:00 → 17:10

発
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着
SAGA アリーナ グランデはがくれ→
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 8:25 → 8:40
 9:45 → 10:00
 12:25 → 12:40

10:05 → 10:20
12:45 → 13:00
14:45 → 15:00

発
便

発着 着
佐賀駅 BC 佐賀女子高等学校佐賀女子高等学校 佐賀駅 BC→ →
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会場案内

SAGA アリーナ 1階
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会場案内

SAGA アリーナ 2 階
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会場案内

SAGA プラザ
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会場案内

ミズ ウェルビーホール
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会場案内

佐賀女子高等学校
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挨拶

主催者代表挨拶
第３６回全国産業教育フェア佐賀大会
実行委員会
会	長　山	田		裕	久

　第36回全国産業教育フェア佐賀大会の開催にあ
たり、一言挨拶を申し上げます。
　本日ここに、文部科学省をはじめ、全国各地か
らご臨席を賜りました御来賓の皆様、御指導・御支
援をいただきました関係諸団体の皆様、そして全
国の専門高校や特別支援学校からこの佐賀の地に
集っていただいた生徒の皆さんを、心より歓迎申
し上げます。
　全国産業教育フェアは、平成3年の第1回大会以
来、専門高校等で学ぶ生徒の学習意欲や教育内容
への理解を高め、新しい時代に即した産業教育の
活性化と振興を図る目的で開催されてまいりまし
た。これまで示されてきた、熱き情熱と学びの志
を受け継ぎ、第36回大会をここ佐賀県にて盛大に
開催できますことを、大変嬉しく思っております。
　社会のデジタル化や持続可能な社会への関心が
高まり、産業の現場や私たちの生活様式はこれま
でにない大きな転換期を迎えております。このよ
うに変化が激しく、先の予測が難しい時代におい
て、地域や社会の新たな担い手となるためには、
自ら問いを見出し、科学的な根拠を持って捉える
力、既成概念にとらわれないしなやかな発想、そ
して立場を超えて多様な人々と手を携える実行力
が求められております。
　こうした中、第36回となります本大会は、「つ
なげよう　産業のバトン！佐賀から維新をふたた
び！」を大会のキャッチコピーとして開催いたし

ます。先端技術をはじめとする時代の変化に対応
した先進的な視点を取り入れるとともに、地域の
歴史や文化、伝統産業といった「佐賀らしさ」を随
所に融合させ、その成果と魅力を全国へ向けて発
信してまいります。
　全国から参加される高校生の皆さんは、日頃の
学習や研究、実習において、それぞれの課題と真
摯に向き合い、努力を重ねてこられたことと思い
ます。どうかこの大会において、積み重ねてきた
学習の成果を存分に発揮し、全国の仲間と互いに
学び合い、刺激し合うことで、将来にわたる豊か
な人間関係を築き、新たな価値を共に創り出す人
材として大きく成長されることを切に願っており
ます。
　御来場の皆様におかれましては、高校生の熱意
溢れる発表や作品をご覧いただき、専門高校等に
おける産業教育の優れた取組と、次代を担う若き
才能の可能性を肌で感じていただければ幸いです。
そして本大会が、産業教育のさらなる振興と発展
に寄与するものとなることを期待しております。
　結びに、本大会の開催にあたり、多大なる御指
導・御支援を賜りました文部科学省、公益財団法人
産業教育振興中央会をはじめとする関係機関・団
体、そして御協賛・御協力をいただきました企業の
皆様、大学、専修学校等の皆様に心より深く感謝
を申し上げ、挨拶といたします。
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

さんフェア SAGA2026の「佐賀独自の取組」
▶さんフェア SAGA2026大会メダル

▶ダイジェストムービーの放映

▶全国高校生DI選手権大会 

佐賀県の産業を集約し、未来の人材を想うメダル
『有田焼の陶板』×『サガンスギの木枠』×『専門高校生』

佐賀県初開催！
AIで方言の壁は超えられるのか！？

総合閉会式ではさんフェア SAGA2026の
総集編ダイジェストムービーを放映！
＠10/25(日) 15：00～16：00
SAGAアリーナ メインアリーナ

▶生徒による大会中継ロケ隊
生徒実行委員が、各会場の様子や競技の紹介を
YouTubeライブで配信！
＠10/24（土）・10/25（日）
YouTube Live

＠10/24（土）
13：00～14：00
ミズ ウェルビーホール 中ホール

佐賀県陶磁器工業協同組合、佐賀県立産業技術学院、佐賀県窯業技術センターなど、
多くの技術と協力により生まれた、佐賀ならではのメダルです！

有田焼の陶板 光彩上絵 サガンスギの木枠

各種競技大会の
1位・2位・3位に授与
木部には、佐賀県が開発した県産材「サガン
スギ」を使用し、佐賀県立産業技術学院が加
工しました。
中央の陶板には、GX磁器を採用し、絵柄に
は佐賀県窯業技術センターが特許を有する
「光彩上絵」を使用しています。
デザインは佐賀県立有田工業高等学校デザ
イン科出身の小松大介氏が担当しました。
メダルとリボンの取り付けを生徒実行委員会
が担います。

半導体製造工程の速さと
正確さを競うサーキット
デザインコンテストも開
催！

＠10/25（日） 9：30～
SAGAアリーナ メインアリーナ

▶メタバース体験
特別支援学校の生徒たちが、
仮想空間上で佐賀のおすすめスポットを
ライブ案内！

▶JAXA宇宙飛行士 記念講演
テーマ
『夢への挑戦と未来を拓く力
　　　　-これからの産業 -』
JAXA宇宙飛行士
大西  卓哉氏

＠10/24（土）・10/25(日)
SAGAアリーナ メインアリーナ
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日 時｜10月24日（土）9:30～10:30
会 場｜SAGAアリーナ メインアリーナ総合開会式

佐賀から、産業のバトンを未来へ。
さんフェアSAGA2026の幕開けとなる総合開会式。
全国から集まった高校生や来場者を迎え、佐賀ならではの演出とともに
2日間の大会がスタートします。

1 オープニングアトラクションⅠ
　　佐賀県立伊万里実業高等学校	太鼓部
　　佐賀県立佐賀商業高等学校	書道部

3 オープニングアトラクションⅡ
　　佐賀県立佐賀商業高等学校	吹奏楽部
　　佐賀県立鳥栖商業高等学校	ダンス部

2 開会式典
　（１）開会宣言
　　　　佐賀県生徒実行委員会副委員長	 多良　　	碧
　（２）国歌斉唱
　（３）主催者挨拶
　　　　第３６回全国産業教育フェア佐賀大会実行委員会名誉会長	 山口　	祥義
　　　　第３６回全国産業教育フェア佐賀大会実行委員会会長	 山田　	裕久
　　　　文部科学省大臣官房学習基盤審議官	 常盤木	祐一
　　　　佐賀市長	 坂井　	英隆
　（４）祝辞
　　　　佐賀県議会議長	 宮原　	真一
　（５）歓迎のことば
　　　　佐賀県生徒実行委員会委員長	 竹中　	悠真
　（６）来賓並びに主催者紹介
　（７）表彰
　　　　①キャッチコピーの部
　　　　　佐賀県立うれしの特別支援学校	 森永　	紘暉
　　　　②ポスターの部
　　　　　佐賀県立有田工業高等学校	 宇藤　	ゆり
　（８）さんフェア紹介
　　　　佐賀県生徒実行委員会
　（９）閉式宣言
　　　　佐賀県生徒実行委員会副委員長	 北嶋	蒼一郎
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

日時｜10月25日（日）15:00～16:00
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ総合閉会式

つないだバトンを、次の舞台へ。
2日間にわたる「さんフェアSAGA2026」のフィナーレ。
大会をつくり上げた高校生たちの活動を振り返り、佐賀から次期開催県・愛媛へ、
産業教育のバトンをつなぎます。

1 メモリアルアトラクションⅠ
　　全国から集まった高校生たちの挑戦や交流、会場を彩ったさまざまな場面のダイジェスト映像

3 メモリアルアトラクションⅡ
　　佐賀県生徒実行委員会｜メモリアル

4 閉会宣言
　　佐賀県生徒実行委員会委員長	 竹中　	悠真

2 閉会式典
　（１）開会宣言
	 佐賀県生徒実行委員会副委員長	 多良　　	碧
　（２）主催者挨拶
	 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課長	 寺島　	史朗
	 公益財団法人産業教育振興中央会専務理事	 岩井　　	宏
	 佐賀県教育委員会教育長	 甲斐　	直美　　　　　　　　　　　　　　
　（３）お礼のことば
	 佐賀県生徒実行委員会副委員長	 齊藤　　	澄
　（４）大会旗引継ぎ
	 佐賀県教育委員会から愛媛県教育委員会へ
　（５）次期開催県挨拶
	 愛媛県教育委員会教育長	 髙岡　	哲也
	 愛媛県生徒実行委員会委員長　　　　　　　　　　　　　　	 近藤	橙和子
　（６）閉式宣言
	 佐賀県生徒実行委員会副委員長	 北嶋	蒼一郎
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日時｜10月24日（土）10:30～16:00
　　　10月25日（日）  9:30～14:30
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ１階体験・実演・県内展示コーナー

3｜ 商　業 ・ 情　報
 情報・そろばん製作体験
　佐賀県立佐賀商業高等学校

・ビジネスゲーム「キャンプ社長」
　佐賀県立鳥栖商業高等学校
　佐賀県立唐津商業高等学校
　佐賀県立伊万里実業高等学校
　佐賀県立鹿島高等学校
　佐賀県立白石高等学校
　学校法人佐賀学園佐賀学園高等学校
　学校法人佐賀清和学園佐賀清和高等学校

・eスポーツ体験
　佐賀県立唐津青翔高等学校

企業・大学・省庁・佐賀県
 １ 麻生専門学校グループ
 ２ 学校法人中村産業学園 九州産業大学
 ３ 久留米大学
 ４ 久留米工業大学
 ５ 日本経済大学福岡キャンパス
 ６ 農林水産省・北海道大学スマート農業教育拠点
 ７ 東京工科大学・日本工学院
 ８ 職業能力開発大学校・職業能力開発短期大学校
  （ポリテクカレッジ）
 ９ 佐賀県立産業技術学院 自動車工学科
10 学校法人巨樹の会 武雄看護リハビリテーション学校
11 武雄アジア大学
１２ 小城羊羹協同組合
１３ 大和製罐株式会社
14 自衛隊佐賀地方協力本部

15 株式会社ワイビーエム
16 株式会社名村造船所
17 WorldSkills.jp
18 文部科学省
19 株式会社ジーダット
20 日本政策金融公庫 国の教育ローン、
  高校生ビジネスプラン・グランプリのご案内
21 INPIT
22 GenCXOStudio
23 SUGIKO
24 メガソフト株式会社
25 『命響』プロジェクト
26 デジタル実証フィールドさが
27 佐賀県立宇宙科学館 JAXAGA SCHOOL

5｜看　護
・測定コーナー ・白衣・ユニフォーム体験 ・２歳児体験
　学校法人旭学園佐賀女子高等学校

2｜ 工　業
・気分は陶芸家！ろくろ体験
　佐賀県立有田工業高等学校
・オリジナル缶バッジをつくろう！
　佐賀県立有田工業高等学校
・「ゆめのはこ」づくりに挑戦！
　佐賀県立鳥栖工業高等学校

・３Dプリンタでオリジナル模型づくり
　佐賀県立佐賀工業高等学校

・鋳造でメタルキーホルダーづくり
　佐賀県立佐賀工業高等学校

1｜ 農　業 ・ 水　産
・木工体験 24日（土）午前
　佐賀県立伊万里実業高等学校
・人工いくら製作体験 24日（土）午後
　佐賀県立唐津南高等学校
・サンドアート体験 25日（日）
　佐賀県立高志館高等学校
・キーホルダー・チャーム制作（両日）
　長崎県立長崎鶴洋高等学校

4｜ 家　庭
・くるみボタンマグネット製作
　佐賀県立唐津南高等学校
・組み紐キーホルダー製作
　佐賀県立唐津南高等学校
・佐賀錦の手織り体験・しおり製作
　佐賀県立牛津高等学校

7｜ 総　合　　　　
・パネル展示
　佐賀県立神埼清明高等学校
　佐賀県立多久高等学校
　佐賀県立嬉野高等学校嬉野校舎
　佐賀県立唐津青翔高等学校

6｜ 福　祉　　
・排せつケアを体験しよう
　学校法人伊万里学園敬徳高等学校
　学校法人旭学園佐賀女子高等学校

8｜ 特別支援
・実 演
 合同カフェ「Rainbow Café」(両日)
 マッサージ(両日)、
 清掃技能(24日(土)限定）
・体 験
 「佐賀島SHOW」体験ツアー(両日) 
 参加者制作（25日（日）限定）
佐賀県立盲学校、佐賀県立ろう学校
佐賀県立金立特別支援学校
佐賀県立大和特別支援学校
佐賀県立唐津特別支援学校
佐賀県立鳥栖特別支援学校
佐賀県立伊万里特別支援学校
佐賀県立うれしの特別支援学校
佐賀県立中原特別支援学校
佐賀大学教育学部附属特別支援学校

26

27
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日時｜10月24日（土）10:30～16:00
　　　10月25日（日）  9:30～14:30
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ１階

日時｜10月24日（土）10:30～16:00
　　　10月25日（日）  9:30～14:30
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ１階企業・大学ブース等

3｜ 商　業 ・ 情　報
 情報・そろばん製作体験
　佐賀県立佐賀商業高等学校

・ビジネスゲーム「キャンプ社長」
　佐賀県立鳥栖商業高等学校
　佐賀県立唐津商業高等学校
　佐賀県立伊万里実業高等学校
　佐賀県立鹿島高等学校
　佐賀県立白石高等学校
　学校法人佐賀学園佐賀学園高等学校
　学校法人佐賀清和学園佐賀清和高等学校

・eスポーツ体験
　佐賀県立唐津青翔高等学校

企業・大学・省庁・佐賀県
 １ 麻生専門学校グループ
 ２ 学校法人中村産業学園 九州産業大学
 ３ 久留米大学
 ４ 久留米工業大学
 ５ 日本経済大学福岡キャンパス
 ６ 農林水産省・北海道大学スマート農業教育拠点
 ７ 東京工科大学・日本工学院
 ８ 職業能力開発大学校・職業能力開発短期大学校
  （ポリテクカレッジ）
 ９ 佐賀県立産業技術学院 自動車工学科
10 学校法人巨樹の会 武雄看護リハビリテーション学校
11 武雄アジア大学
１２ 小城羊羹協同組合
１３ 大和製罐株式会社
14 自衛隊佐賀地方協力本部

15 株式会社ワイビーエム
16 株式会社名村造船所
17 WorldSkills.jp
18 文部科学省
19 株式会社ジーダット
20 日本政策金融公庫 国の教育ローン、
  高校生ビジネスプラン・グランプリのご案内
21 INPIT
22 GenCXOStudio
23 SUGIKO
24 メガソフト株式会社
25 『命響』プロジェクト
26 デジタル実証フィールドさが
27 佐賀県立宇宙科学館 JAXAGA SCHOOL

5｜看　護
・測定コーナー ・白衣・ユニフォーム体験 ・２歳児体験
　学校法人旭学園佐賀女子高等学校

2｜ 工　業
・気分は陶芸家！ろくろ体験
　佐賀県立有田工業高等学校
・オリジナル缶バッジをつくろう！
　佐賀県立有田工業高等学校
・「ゆめのはこ」づくりに挑戦！
　佐賀県立鳥栖工業高等学校

・３Dプリンタでオリジナル模型づくり
　佐賀県立佐賀工業高等学校

・鋳造でメタルキーホルダーづくり
　佐賀県立佐賀工業高等学校

1｜ 農　業 ・ 水　産
・木工体験 24日（土）午前
　佐賀県立伊万里実業高等学校
・人工いくら製作体験 24日（土）午後
　佐賀県立唐津南高等学校
・サンドアート体験 25日（日）
　佐賀県立高志館高等学校
・キーホルダー・チャーム制作（両日）
　長崎県立長崎鶴洋高等学校

4｜ 家　庭
・くるみボタンマグネット製作
　佐賀県立唐津南高等学校
・組み紐キーホルダー製作
　佐賀県立唐津南高等学校
・佐賀錦の手織り体験・しおり製作
　佐賀県立牛津高等学校

7｜ 総　合　　　　
・パネル展示
　佐賀県立神埼清明高等学校
　佐賀県立多久高等学校
　佐賀県立嬉野高等学校嬉野校舎
　佐賀県立唐津青翔高等学校

6｜ 福　祉　　
・排せつケアを体験しよう
　学校法人伊万里学園敬徳高等学校
　学校法人旭学園佐賀女子高等学校

8｜ 特別支援
・実 演
 合同カフェ「Rainbow Café」(両日)
 マッサージ(両日)、
 清掃技能(24日(土)限定）
・体 験
 「佐賀島SHOW」体験ツアー(両日) 
 参加者制作（25日（日）限定）
佐賀県立盲学校、佐賀県立ろう学校
佐賀県立金立特別支援学校
佐賀県立大和特別支援学校
佐賀県立唐津特別支援学校
佐賀県立鳥栖特別支援学校
佐賀県立伊万里特別支援学校
佐賀県立うれしの特別支援学校
佐賀県立中原特別支援学校
佐賀大学教育学部附属特別支援学校
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全国高校作品展示
見開き展示マップ

鹿児島県立鹿児島水産高等学校
学校紹介パネル

16

17

18

19

20

21

北海道小樽水産高等学校・北海道函館水産高等学校
北海道厚岸翔洋高等学校
北海道の水産高校紹介・透明標本展示等
京都府立海洋高等学校
高校紹介パネル及び実習製品
福岡県立水産高等学校
バリのぬかみそだき・キャベツサザエの研究・骨格標本

長崎県立長崎鶴洋高等学校
ポスター・缶詰・生徒作品
大分県立海洋科学高等学校
学校紹介パネル・ミニチュアアンカー・缶詰
宮崎県立宮崎海洋高等学校
水中ドローン展示

14
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

日時｜10月2４日（土）10:30～16:00　10月2５日（日）  9:30～14:30
会場｜SAGAアリーナ ２階コンコース

鹿児島県立鹿児島水産高等学校
学校紹介パネル

16

17

18

19

20

21

北海道小樽水産高等学校・北海道函館水産高等学校
北海道厚岸翔洋高等学校
北海道の水産高校紹介・透明標本展示等
京都府立海洋高等学校
高校紹介パネル及び実習製品
福岡県立水産高等学校
バリのぬかみそだき・キャベツサザエの研究・骨格標本

長崎県立長崎鶴洋高等学校
ポスター・缶詰・生徒作品
大分県立海洋科学高等学校
学校紹介パネル・ミニチュアアンカー・缶詰
宮崎県立宮崎海洋高等学校
水中ドローン展示

14
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日時｜10月2４日（土）10:30～16:00
　　  10月2５日（日） 9:30～14:30

会場｜SAGAアリーナ ２階　エントランスホール全国高校物産展
販売マップ

地区 都道府県 出展校・団体 販売内容

北海道 北海道 北海道厚岸翔洋高等学校 サンマ缶詰

北海道 北海道 缶詰

北海道 北海道 北海道函館水産高等学校 鮭缶

関西 大阪府 大阪府立淀商業高等学校 防災パン・スマホスタンド・雑貨・かるた

中国 山口県 山口県立防府商工高等学校 コーヒー・紅茶・クッキー・ドレッシング等

九州 福岡県 福岡県立大川樟風高等学校 コースター・パスケース等木工作品

九州 福岡県 福岡県立朝倉東高等学校 菓子・レトルト食品等　

九州 熊本県 熊本県立水俣高等学校 クリームシチュー

九州 熊本県 熊本県立鹿本商工高等学校 ふりかけ

九州 熊本県 熊本県立熊本商業高等学校 お菓子2種

九州 長崎県 長崎県立佐世保商業高等学校 ドーナッツ　グミ

九州 長崎県 長崎県立壱岐商業高等学校 菓子・ふりかけ・クリアファイル

九州 九州各県 水産部会 缶詰等

九州 佐賀県 家庭部会 ドレッシング

九州 佐賀県 商業部会 ドレッシング・化粧水・レトルトカレー等

九州 佐賀県 農業部会 梨・焼き菓子・ジャム等

九州 佐賀県 特別支援部会 野菜・焼き物・雑貨等
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

さんフェア SAGA ２０２６
大会弁当紹介展

日時｜10月24日（土）１１:００～1３:０0
　　  10月25日（日）１１:００～1３:０0

大会弁当

お弁当受取場所
１.SAGAアリーナ （２階 エントランス 総合受付横）
２.SAGAプラザ（1階入口　受付横）
３.ミズ ウェルビーホール（１階西側入口 エントランス）
４.佐賀女子高等学校（1階入口　受付横）
●予約したシステムから印刷いただける「お弁当引換券」をお持ちに
なり、各日１１：００～１３：００の間に指定の場所にてお引換え
ください。

●お弁当容器のゴミ回収について、以下の通りといたします。
　⃝場所：各会場お弁当ブースにて回収　⃝時間：12：00～14：30

和洋折衷弁当
佐賀県立牛津高等学校　生徒考案

中国風弁当 
佐賀県立牛津高等学校　生徒考案

10 月 24 日㈯ 10 月 25 日㈰

| 1日1,000個限定 |
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日時｜10月24日（土）12:30～15:00
　　 10月25日（日）13:00～14:30

会場｜SAGAアリーナメインアリーナ参加・交流イベント
さんフェア SAGA2026

佐賀県生徒実行委員会ステージ
10/24（土）三番勝負

・あさぎちゃんVSみきゃんゆるキャラ旗上げ対決!
・専門教育博士は私達だ!実行委員対決!
・激ムズ!生徒実行委員長クイズ対決!

10/25（日） ビンゴ大会

ステージスケジュール
   10/24（土）
12：30～ 13：00	 佐賀県生徒実行委員会ステージ①
13：10～ 13：50	 どぶろっく出演
14：00～ 14：30	 佐賀県生徒実行委員会ステージ②
14：40～ 15：00	 愛媛大会PR①

   10/２５（日）
13：00～ 13：50	 佐賀県生徒実行委員会ステージ③
14：00～ 14：30	 愛媛大会PR②

どぶろっく出演！
高校生との夢の共演！

さんフェア SAGA2026
マスコットキャラクター
「あさぎちゃん」

愛媛県イメージアップ
キャラクター
「みきゃん」
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

日時｜10月24日（土）11:00～12:００
会場｜SAGAアリーナ　メインアリーナファッションショー

さんフェア SAGA2026

構　成
Ⅰ オープニング
Ⅱ	受け継がれる文化	 ………… きものリメイク、竹アートコラボ
Ⅲ 技術が紡ぐ美	 ……………… 佐賀錦アクセサリー、ブラックドレス、ツイードスーツ
Ⅳ 色彩が出会う	 ……………… 染色布のライブドレーピング（ジャンベ演奏）
Ⅴ 瑞々しい感性	 ……………… コンテスト作品
Ⅵ Spectrum×SAGA	
　　　　－未来へ輝く光－…… ブランド商品企画
Ⅶ フィナーレ	

出演者
佐賀県立牛津高等学校服飾デザイン科	他、ジャンベ部

テーマ
Spectrum×SAGA
－受け継がれる光、
　　響き合う佐賀の彩り－

一つの光は、
さまざまな色へと広がり、
新たな景色を描き出す。
自然、文化、技術、そして創造。
佐賀から生まれる、
それぞれの輝きが響き合い、
一つのスペクトルとなる。
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日時｜10月24日（土）１１:０0～１３:００
会場｜ミズ ウェルビーホール イベントホール意見・体験発表

さんフェア SAGA2026

1　次第
　１　開会行事
　　　（1）開式のことば　
　　　（2）挨拶　文部科学省初等中等教育局　視学官	 西澤　美彦

　２　発　表　前半５校発表　休憩　後半５校発表

　３　閉会行事	
　　　（1）講　評	 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
	 産業教育振興室教科調査官	 武内　徳子
　　　（2）表彰等	 文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
	 産業教育振興室教科調査官	 武内　徳子
　　　（3）閉式のことば

２　プログラム
No 部門 題目 学校名

1 農業
 宮崎の魅力を伝えたいっちゃが
 ～食を通して気づいた地域の魅力～

 宮崎県立
 宮崎農業高等学校

2 工業  社会を支える技術者を目指して
 北海道
 苫小牧工業高等学校

3 商業
 ここでしかできない体験を価値に
 －体験価値が拓く持続可能な地域ビジネスの創造－

 愛媛県立
 八幡浜高等学校

4 水産  水中フォトの魅力
 愛知県立
 三谷水産高等学校

5 家庭  笑顔がつながる地域が輝く
 

 石岡第二高等学校

6 看護  言葉の壁を越えた看護師を目指して
 学校法人美萩野学園
 美萩野女子高等学校

7 情報  先延ばし癖に効果的なアプローチについて
 千葉県立
 柏の葉高等学校

8 福祉  コスモスが繋いだ笑顔の瞬間
 岡山県立
 倉敷中央高等学校

9 総合
 私たちのキャリアプラン
 ～総合学科の学びを活かして～

 佐賀県立
 唐津青翔高等学校

10 開催県  ジビエの未来をつなぐ、僕の第一歩
 佐賀県立
 高志館高等学校
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第36回全国産業教育フェア佐賀大会

３　発表要旨
宮崎の魅力を伝えたいっちゃが　～食を通して気づいた地域の魅力～
宮崎県立宮崎農業高等学校　食品工学科
３年	髙橋		碧

１

　宮崎の魅力的な食材が身近な人にも知られていない現状に衝撃を受け、「食を通して宮崎を元気にした
い」と活動を開始した。宮崎農業高校で食品加工や６次産業化について学び、現在は在学しながら自ら
もピザの移動販売車を経営している。課題研究では生産者の思いを届けるため、学校の生産物（米粉や
日向夏マーマレードなど）を取り入れたピザを開発した。この学びを活かし、リゾートホテルで特産品を
用いた商品の販売や地域の子供たちを対象としたピザ教室を開催。「食べる」だけでなく、「体験する」場
を提供することで、県内外へ宮崎の魅力を広く発信した。今後も食と加工の力で付加価値を生み出し、
宮崎と人をつなぐ架け橋となる決意を発表する。

社会を支える技術者を目指して
北海道苫小牧工業高等学校　情報技術科
３年	須藤	雄斗

ここでしかできない体験を価値に
－体験価値が拓く持続可能な地域ビジネスの創造－
愛媛県立八幡浜高等学校　商業科
３年	那須	栞奈、２年	村上	瑠菜、２年	山本	衣吹、２年	小野	倫佳

2

3

　胆振東部地震の夜、停電と通信断絶を経験し、強い不安の中で「次は支える側に立ちたい」と思った
私は、フィールドエンジニアを志して苫小牧工業高校へ進学した。技術者たちが余震の中で命を賭けて復
旧に取り組んだ事実を知り、その思いはさらに強まった。入学後は専門科目の難しさに苦しみながらも
自ら考え抜く力を身につけ、電子回路や計測制御を学んだ。特にものづくりコンテストでは、知識ゼロ
から仲間と試行錯誤を重ね、原因不明の故障にも諦めず向き合うことで、現場での即時対応力を養った。
インターンシップやラジオ出演を通じて志望は確信に変わり、私は人々の当たり前の生活を支えるフィー
ルドエンジニアを目指し、これからも成長を続けていく。

　八幡浜市で開催される「ダルメインWorldマーマレードア
ワード＆フェスティバル	in	Japan」は、認知度の低さや英国
らしさの不足が課題でした。そこで私たちは、「八幡浜の柑橘
文化と英国のマーマレード文化を融合した体験価値は、地域
ブランドの向上と収益につながる」と仮説を立て、松山大学
や子どもチャレンジ支援機構などと協働し、英国文化と地域
資源を生かした体験型コンテンツを企画・実践しました。その
結果、来場者満足度や販売促進、情報発信、収益性が向上し、
体験価値を核とした地域ビジネスモデルの有効性を実証しま
した。今後も地域との協働を深め、人や価値が循環する仕組
みを構築し、八幡浜の魅力を全国、そして世界へ発信してい
きます。
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水中フォトの魅力
愛知県立三谷水産高等学校　情報通信科
２年	伴		海璃

笑顔がつながる地域が輝く
茨城県立石岡第二高等学校　生活デザイン科
３年	糸賀	笑心	、３年	中嶋	みなみ

言葉の壁を越えた看護師を目指して
学校法人美萩野学園　看護専攻科
１年	詫摩	一美

先延ばし癖に効果的なアプローチについて
千葉県立柏の葉高等学校　情報理数科
２年	横田	みずき、２年	藤井		颯亮、２年	田中	煌太郎、２年	澁谷	侑希

4

5

6

7

　小学生の頃に初めて体験したダイビングで海の美しさに魅了され、高校ではダイビング部に所属して
水中写真に挑戦するようになりました。海の感動を形に残したいという思いから撮影を始めましたが、
当初は思うような写真が撮れませんでした。しかし、水中撮影の技術や中性浮力を学び、試行錯誤を重
ねることで上達していきました。特に、珍しい黄色のコケギンポを美しく撮影できた経験は大きな自信と
なりました。フォトコンテストでは入賞できなかったものの、結果よりも努力の過程が大切であることを
学びました。今後も技術を磨き、水中写真を通して海の魅力や自然の大切さを多くの人に伝えていきた
いと考えています。

　私たちは、地域の課題に目を向け、「高校生だからできる地域貢献とは何か」を
考え、地域・行政・企業・学校と連携しながら学校家庭クラブ活動に取り組んできま
した。自ら課題を見つけ、企画・実践・検証・改善を繰り返す中で、相手の思いに
寄り添い対話する力、情報を活用して課題を解決する力、多様な人々と協働し新
たな価値を創造する力など、ＡＩに代替されない資質・能力を身に付けました。また、
私たちの挑戦は地域の人々の笑顔や新たな関係を作り出し、地域の活性化にもつ
ながりました。本発表では、学校家庭クラブ活動を通して、私たち生徒一人一人
が主体性と個性を伸ばし、地域とともに未来を創る力を高めた実践を報告します。

　私の通う学校法人美萩野学園美萩野女子高校看護科は、福岡県北九州市にあります。現在、北九州
市の総人口は約９０万人で、そのうち在留外国人数は約１万８千人と人口の約２％を占めています。私
の母親はフィリピン人で日本に来て約４０年経つ現在でさえ言葉の壁で苦労していることも多くあります。
在留外国人患者が安心して医療が受けられ、また臨地実習を通して出会った外国人医療スタッフの方々
との出会いを通して感じた医療に携わる側も不安なく働けるように、架け橋的存在となれるような看護
師を目指して頑張っていきたいです！

　私たちは、これまでにArduinoを活用したシステムの構築やプログラミング言語につい
て学んできた。その知識を活かし、昨年は地域での活動となる街文化祭に出展した。今
回は、プログラミングの技術を深めるためにアプリケーション開発を行う。テーマは、先
延ばしをしてしまう人についてである。先行研究より、先延ばしをする人の特徴には４つ
の因子があることが分かっている。４つの因子のうち、２つの因子にはマイナスな要素が
原因として挙げられるものがある。私たちは、そのマイナスな因子に効果的なアプローチ
を模索することで先延ばし癖を矯正していこうと考えている。具体的には、効果的な機能
を組み込んだアプリを作成し、使用してもらうことで使用前と使用後の因子の変化につい
て研究する。
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コスモスが繋いだ笑顔の瞬間
岡山県立倉敷中央高等学校　福祉科
3年	守屋	陽南

私たちのキャリアプラン　～総合学科の学びを活かして～
佐賀県立唐津青翔高等学校　総合学科
２年	松本	愛音、２年	山口	真央

ジビエの未来をつなぐ、僕の第一歩
佐賀県立高志館高等学校　食品流通科
３年	中島	龍次郎

８

9

10

　介護老人保健施設の実習で出会ったＡさんとの関わりの中で、その人の「生活のしやすさ」は個人因
子・環境因子や健康状態と相互に作用しあい、環境因子である介護者の関わり方が利用者さんの気持ち
や生活にどれほど影響を与えているかが良く分かった。
　利用者さん１人ひとりに、歩んできた人生や価値観がある。個人因子を受け止め、大切にしながら、
その方のよりよい人生を一緒に創っていきたい。Ａさんの暖かいぬくもりとコスモスのような笑顔は、私
にとって忘れられない瞬間となった。これからも、ICFの視点を持ち、その人らしい「笑顔の瞬間」を生
み出せる介護福祉士になりたい。

　私たち唐津青翔生は、３年間の計画的なキャリア教育体制のもとでの学びを通
じて、実社会で自分たちが生き生きと輝ける力を育んでいます。１年次の「産業教
育と人間」の授業と系列の選択。２年次のインターンシップを柱とした「総合的な
探究の時間」での活動。３年次の社会理解を念頭に置いた「総合的な探究の時間」
と学習成果発表会。それらを時系列に並べ、私たちの学習の軌跡としてプレゼン
テーションします。

　食品クラブでジビエ肉のおいしさを知り、その背景にある問題に興味を持った。授業で佐賀県の鳥獣
被害について学び、捕獲されたイノシシの利用が約一割にとどまっている現状を知った。そこで私は、ジ
ビエを多くの人に知ってもらい、消費を増やすことが大切だと考えた。昨年度は佐賀大学農学部や地元
のパン屋と協力し、イノシシ肉を使った「シシドック２号」を完成させた。販売会では293食、今年5月
のSAGATV春フェスでは100食を完売した。約20kgのイノシシ肉を消費につなげることができた。これ
からもジビエの魅力を伝え、消費を広げることで、命を無駄にせず、自然と人が共に生きる地域づくり
につなげていきたい。
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日時｜10月25日（日）９:３0～１２:３０
会場｜ミズ ウェルビーホール イベントホール作品・研究発表

さんフェア SAGA2026

1　次第
　１　開会行事
　　　（1）開式のことば　
　　　（2）挨拶　　文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
																					　　産業教育振興室教科調査官	 武内　徳子

　２　発　表　前半５校発表　休憩　後半５校発表

　３　閉会行事	
　　　（1）講評　　文部科学省初等中等教育局　視学官	 西澤　美彦
　　　（2）表彰等　文部科学省初等中等教育局　視学官	 西澤　美彦
　　　（3）閉式のことば

２　プログラム
No 部門 題目 学校名

1 農業 「蜂屋の柿たま」３年目の挑戦！
～持続可能な畜産を目指して～

岐阜県立
加茂農林高等学校

2 工業 水中に隠れたミクロな隣人！
～住吉周辺の水中マイクロプラスチック調査～

東京都立
科学技術高等学校

3 商業 ゲームで社会課題解決？　
～ 世代間交流とユニバーサルデザインｅスポーツ ～

熊本県立
熊本商業高等学校

4 水産 養殖ワカメの食害と活用 

アメフラシの摂食量調査と塩蔵加工・販売
長崎県立
長崎鶴洋高等学校

5 家庭 もしもに備える！我が家の防災マニュアル大作戦 

～食で育む笑顔～
三重県立
明野高等学校

6 看護 危険行動や腰痛によるすり足歩行がみられる患者への転倒予防
のための看護援助

学校法人折尾愛真学園
折尾愛真高等学校

7 情報 学習基盤アプリ　～StudySpeedyの提案～ 大分県立
情報科学高等学校

8 福祉 地域課題から考える介護保険の新メニュー 佐賀県立
神埼清明高等学校

9 総合 「嬉高生のアシストホルダーの製作と販売」
～福祉 工業 商業で人の役に立つ道具を作る～

佐賀県立
嬉野高等学校

10 開催県 からふり　CHA-CHA-CHA

～唐津の特産物を使って笑顔ふりかけ放題～
佐賀県立
唐津商業高等学校
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３　発表要旨
「蜂屋の柿たま」３年目の挑戦！～持続可能な畜産を目指して～
岐阜県立加茂農林高等学校　生産科学科
	3 年	前田	里杏、3年	加地	隆星

１

　干し柿製造における副産物をエコフィードとして取り組むなかで、より付加価値を高めるため
えごまを飼料添加し、卵中のα-リノレン酸を強化させ、地域性や機能性を持たせた「特殊卵」
の開発を行った。「堂上蜂屋柿（GI）」を管轄するＪＡめぐみの、蜂屋柿振興会と連携を図り商品
開発に取り組む。また、みどりの食料システム戦略等の啓発活動や、ふるさとへの愛着を担ったメッ
セージカードを作成し、遂に「蜂屋の柿たま」が完成し、「みんなでつくった」を合言葉に多くの人々
に愛される商品化と販売に繋げた。
　更に柿ポリフェノールの影響調査から、産卵率、飼料要求率等に効果が見られるとともに、糞
中窒素量の減少により堆肥化における温室効果ガス（一酸化二窒素）抑制にも期待できると考
え、今後の検証により持続可能な畜産への具現化を図る。

水中に隠れたミクロな隣人！
～住吉周辺の水中マイクロプラスチック調査～

　	東京都立科学技術高等学校	科学技術科
　2年	鈴木	夏帆、2年	荒井	優冴　

ゲームで社会課題解決？ 
～世代間交流とユニバーサルデザインｅスポーツ～
熊本県立熊本商業高等学校	商業科・会計科・情報処理科
3年	武田	紗奈、3年	有馬	梨恋、3年	岩永	那月、3年	城野	暖斗、
3年	永野	小陽、3年	平原	悠翔、3年	松本	和奏、3年	秋丸	友佑、
3年	柿原	悠人、3年	藤川	七海

2

3

　プラスチックは私たちの生活には欠かせないが、適切に回収・管理が不十分な場合、環境中で
細かなマイクロプラスチックとなり、生態系への影響が懸念される。本研究は、東京都江東区住
吉周辺の日本庭園池および横十間川を対象に、水中に存在するマイクロプラスチック（MPs）の
分布と由来を明らかにすることを目的とした。採水後、過酸化水素水処理や比重分離を行い、
顕微鏡観察および赤外分析によってMPsの形状や材質を調べた。その結果、両地点から破片状
および繊維状のMPsが確認された。今後はサンプル数を増やし、季節や気象条件によるpHや
電気伝導度の影響を含めて、より詳細な分析を進める必要がある。	

　身近な社会課題である高齢者の認知症と子どもの
スマホ依存。この２つの社会課題に関わる経済損失は
大きく、家計への影響も深刻であり、自分の家族にも
起こりうる課題である。私たちは、高齢者の認知症
予防と子どものスマホ依存予防のため、ｅスポーツと
ボードゲームのイベントを企画・実施した。また、「年
齢、障がいの有無を超えて対等に競争・交流できる」
というｅスポーツの特徴を活かすため、ユニバーサル・
デザイン・ｅスポーツ協会と共同して、オリジナルのゲー
ムを企画した。	
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養殖ワカメの食害と活用 ―アメフラシの摂食量調査と塩蔵加工・販売―
長崎県立長崎鶴洋高等学校	水産科
3年	蕪尻	真輝歩、2年	町田	千彩輝、1年	木村	碧空

もしもに備える！ 我が家の防災マニュアル大作戦 ～食で育む笑顔～
三重県立明野高等学校	生活教養科
3年	德永	百花、３年	下村	莉子

危険行動や腰痛によるすり足歩行がみられる患者への
転倒予防のための看護援助
学校法人折尾愛真学園	折尾愛真高等学校　看護専攻科
１年	深見	陽菜子

学習基盤アプリ ～ StudySpeedy の提案～
大分県立情報科学高等学校	デジタル創造科
3年	足立	康太、3年	橋本	ルイ、3年	河野	颯斗
3年	後藤	涼芽、3年	髙野	優衣、3年	髙橋	未知乃

4

5

6

7

　養殖ワカメの葉状部に見られる欠損に着目し、その原因の一つと考
えられるアマクサアメフラシの食害について研究した。アマクサアメフ
ラシに養殖ワカメを給餌し、給餌量と残餌量から摂食量を求めた。そ
の結果、アマクサアメフラシによるワカメの摂食が確認され、アマクサ
アメフラシが養殖ワカメの食害生物であることが示唆された。また、調
査と並行して養殖したワカメを塩蔵ワカメに加工し、文化祭で販売実習
を行った。食害の実態を調査するとともに、養殖ワカメの活用に取り
組んだ。	

　私は、災害時でも家族が安心して生活できるよう、防災について研究した。防災訓練への参加や防災
センターの見学を通して、災害発生時の行動や日頃の備えの重要性について学んだ。また、災害時の食
生活に着目し、乾燥野菜を活用したアレルギーフリーのレシピや、既存の防災食に食材を加える「足し算
レシピ」を考案した。さらにレンガかまどとカセットコンロを用いた調理実験を行い、それぞれの特徴や
利便性を比較した。加えて、祖父の熊本地震の体験談を参考に防災マニュアルを作成し、家庭でできる
備えについて考えた。その結果、防災は非常食の備蓄だけでなく、日頃からの備えや家族での話し合い
が重要であることがわかった。今後も「もしも」に備え、学んだことを家庭や地域で生かしていきたい。	

　臨地実習で受け持った転倒のリスクが高い高齢患者への看護を体験し、安全な入院生
活を支えるために必要な看護について考えた。入院前は自立した生活を送っていた高齢患
者も、病気や慣れない環境、治療やリハビリテーションにより転倒のリスクが高まる。そこ
で患者の危険行動や身体状況を把握し、転倒の予防のために環境整備やポスターの作成
を実践した。その過程から多くのことを学べたので報告する。　

　本校（大分県）では、様々な学習支援アプリ（MicrosoftTeams、
metamojiclassroom、百問繚乱CBTなど）を利用しており、私
たちの学習環境は小・中・高になるに連れてデジタル化され、
日々便利に活用しています。しかし、現状、複数の学習支援ア
プリに特徴が異なり、情報が散在しているため情報管理が大変
です。そのような課題に着目し、課題解決のために現在取り組
んでいる「情報を一元管理できるアプリ開発」についての発表
です。	
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地域課題から考える介護保険の新メニュー
佐賀県立神埼清明高等学校	総合学科
2年	久原	瑠翔

「嬉高生のアシストホルダーの製作と販売」
 ～福祉×工業×商業で人の役に立つ道具を作る～
佐賀県立嬉野高等学校	総合学科
3年	村田	美音、3年	中園		隆

からふり CHA-CHA-CHA
 ～唐津の特産物を使って笑顔ふりかけ放題～
佐賀県立唐津商業高等学校	会計科
3年	石田	萌乃佳、3年	吉田	和翔、3年	佐伯	莉菜
3年	佐藤	陵斗、3年	園田	結梨、3年松岡	怜奈

８

9

10

　私は介護施設に20日間実習に行きました。その中で、多くの認知症のある方と出会いました。みなさ
ん穏やかに過ごされ、適切なケアが大切だと実感しました。同時に、これからの社会福祉には認知機能
の維持向上がとても重要になるとも感じました。介護保険制度は、家族に任されていた介護を社会化す
ることを目的につくられました。市町村が保険者であり、地域の実態にあった運営ができる仕組みになっ
ています。介護保険は全国統一の給付ですが、市町村特別給付という地域の特色に応じた給付をつくる
ことができ、全国でも様々な給付が工夫をこらして実施されています。佐賀市で市町村特別給付を新設
するのであれば、どのような給付がよいか、考えたものを発表します。	

　佐賀県立嬉野高等学校の福祉科・工業科・商業科が連携し、高齢者や障がい者
の「日常の小さな不便」を解消する杖ホルダー「嬉高生のアシストホルダー」を共
同開発・商品化した活動報告です。福祉科が介護実習で得た「杖が倒れて拾う際の
転倒リスク」という課題をもとに、工業科が３Dプリンターを用いて精密な設計・
改善を重ねてホルダーを製作。商業科が原価計算や魅力がわかりやすく伝わる構
成のチラシ作成を担当しました。完成した製品は高齢者施設や老人福祉施設協議
会にてサンプル配布され、実用性と使いやすさから高い評価と購入希望を獲得。「福
祉×工業×商業」の教科の連携により、課題解決プロセスの実践とＱＯＬ向上に
貢献した事例です。	

　課題研究の授業の一環で商品開発やマーケティングについて学んでい
ます。唐津の特産物を使って、子どもから大人まで手に取ってもらえる商
品を開発したいという思いから「ふりかけ」の開発に取り組みました。唐
津には豊富な水産資源があります。また、嬉野に次ぐ第2位の茶の生産地
でもあるため、「魚×お茶」を使ったふりかけ「からふり」を企画しました。
生産から販売、また得た利益をどう地元唐津に還元するか仕組みづくりを
考え、外部講師の松尾様やJAからつ様、有限会社丸洋商会様のご協力の
もと商品開発に励んでいます。ぜひ私たちの思いを聞いていただければ嬉
しいです。	
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日時｜10月24日（土）１４:０0～１５:30
会場｜ミズ ウェルビーホール イベントホール文部科学省 高校生意見交換会

さんフェア SAGA2026

1　概要
　2040 年に向けた「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」を踏まえ、生徒・教員が現在の高
校生活を振り返りながら、「今の高校に残したいもの」「これから変えたいもの」「未来に向けて新
しくつくりたいもの」について自由に意見を出し合い、「これからの高校」を主体的に考える機会
を創出する。グラフィックレコーディング等で成果をビジュアル化し、展示・発信することで「N-E.
X.T. ハイスクール構想」への理解促進を図る。

２　参加者
九州・沖縄地区の改革先導拠点（類型１）に採択された専門高校の高校生・教員	等
※参加人数：各県より生徒２名及び教員１名（計6グループ程度／1グループ5名程度）
※「SAGAアリーナ	1F	メインアリーナ展示ブース」において、来場者からの意見募集及び意見交換会の	成果物展示を行う。

　　　① 来場者からの意見募集 10 月 24 日㈯ 10:30 ～ 12:00
　　　② 意見交換会の成果物展示 10 月 25 日㈰   9:30 ～ 14:30

3　意見交換プログラム

都道府県名 学　校　名
福岡県 福岡県立八女農業高等学校
佐賀県 佐賀県立佐賀商業高等学校
長崎県 長崎県立島原農業高等学校
熊本県 熊本県立天草工業高等学校

熊本県立菊池農業高等学校　

大分県
大分県立大分工業高等学校
大分県立情報科学高等学校
大分県立三重総合高等学校

宮崎県 宮崎県立都城農業高等学校
鹿児島県 鹿児島県立鹿屋農業高等学校
沖縄県 沖縄県立真和志高等学校

沖縄県立浦添工業高等学校
愛媛県 愛媛県立今治工業高等学校

愛媛県立宇和島水産高等学校

都道府県名 学　校　名
福岡県 福岡県立八女農業高等学校
佐賀県 佐賀県立佐賀商業高等学校
長崎県 長崎県立島原農業高等学校
熊本県 熊本県立天草工業高等学校

熊本県立菊池農業高等学校　
大分県 大分県立大分工業高等学校
宮崎県 宮崎県立都城農業高等学校
鹿児島県 鹿児島県立鹿屋農業高等学校
沖縄県 沖縄県立真和志高等学校

（１）高校生 （２）教員

　14:00 ～ 14:05 開会・趣旨説明
　14:05 ～ 14:10 グループごとに自己紹介
　14:10 ～ 14:25 グループワーク１「ワクワクして通いたい高校とは」
　14:25 ～ 14:55 グループワーク２「2040 年の未来の高校をつくろう」
　14:55 ～ 15:10 グループワーク３「グループ発表」
　15:10 ～ 15:25 振り返り
　15:25 ～ 15:30 閉会
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日時｜10月24日（土）１３:０0～１４:００
会場｜ミズ ウェルビーホール中ホールJAXA記念講演

さんフェア SAGA2026

1　概要
　全国の専門高校生や県内中高生、一般県民を対象とし、宇宙飛行士による講演を通して「夢に挑
戦すること」「科学技術の最前線」を学ぶ機会を提供する。大会の理念である「産業教育を通じた
次世代へのバトンの継承」と結びつけ、未来の進路選択や産業人材育成に資することを目的として
開催する。

２　講演テーマ
「夢への挑戦と未来を拓く力 -これからの産業 -」

3　スケジュール

4　講師プロフィール　

　　JAXA 宇宙飛行士
　　大西  卓哉氏

13:00 開会
13:00 ～ 13:40 JAXA 宇宙飛行士 大西卓哉氏 記念講演　
13:40 ～ 14:00 質疑応答
14:00 閉会

1975年東京都生まれ。2016年、ISS第48次／第49次長期滞在クルーのフライ
トエンジニアとして約113日間滞在。2025年、Crew-10のISS第72次／第73
次長期滞在クルーとして約146日間滞在し、日本人3人目のISS船長に就任。滞
在中は「きぼう」での様々な実験・技術実証、通信環境整備、広報活動を通じて
有人宇宙活動の発展に貢献。
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第25回全国高校生
フラワーアレンジメントコンテスト

競技・コンテスト

日時｜10月24日（土）９:３0～１５:３０
会場｜SAGAアリーナ サブアリーナ

1　趣旨
　専門高校等で学ぶ全国の高校生が、フラワーデザインに関する知識と技術を活用し、自らの考え
を表現する力や創造性・芸術性を互いに高め合い、新たな未来を切り開く職業人としての資質を育
むことを目的とする。

２　競技内容
　全国の専門高校等で学ぶ高校生が、指定された花材・花器等を用い、限られた時間の中でフラワー
アレンジメント作品を制作し、技術・創造性・芸術性を競う。

3　審査員
　　文部科学省初等中等教育局高等学校振興課産業教育振興室　教科調査官	 吉田　幸人
　　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会　佐賀県支部長　大塚　由紀子
　　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会　名誉本部講師　笠		みき
　　一般社団法人 JFTD　公式審査員　権藤　美和子
　　一般社団法人 JFTD　公式審査員　福海　全哉

4　デモンストレーション講師
　　公益社団法人日本フラワーデザイナー協会　名誉本部講師　副島　正英

5　スケジュール

6　式次第

受付
総合開会式
選手移動
競技説明
競技準備

		9:00
		9:30 ～ 10:00
10:00 ～ 10:15
10:15 ～ 10:30
10:30 ～ 11:00

競技
審査・昼食・休憩
デモンストレーション
閉会式・表彰
個別指導

11:00 ～ 12:00
12:00 ～ 13:30
13:30 ～ 15:00
15:00 ～ 15:30
15:30 ～ 17:00

開会式 閉会式
（１）開式のことば
（２）担当校挨拶
（３）審査員紹介
（４）競技説明
（５）閉式のことば
　　　

（１）開式のことば
（２）審査講評
　　　文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

        産業教育振興室　教科調査官　吉田　幸人

（３）成績発表
（４）表彰
（５）お礼のことば
（６）閉式のことば
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7　出場者
No 学校名 出場者名 No 学校名 出場者名

1 　北海道新十津川農業高等学校 浮田　世那 36 　和歌山県立南部高等学校 木田　美々花

2 　北海道更別農業高等学校 高木　優花里 37 　和歌山県立熊野高等学校 米谷　彩葉

3 　北海道岩見沢農業高等学校 田村　夏菜 38 　鳥取県立倉吉農業高等学校 伊藤　華香璃

4 　青森県立五所川原農林高等学校 菊池　心葉 39 　鳥取県立倉吉農業高等学校 楠本　楓花

5 　青森県立五所川原農林高等学校 石田　明愛 40 　島根県立松江農林高等学校 福田　希美

6 　岩手県立盛岡農業高等学校 武田　瑠香 41 　島根県立出雲農林高等学校 板倉　ひより

7 　岩手県立花巻農業高等学校 伊藤　愛菜 42 　岡山県立高松農業高等学校 山本　優花

8 林　美薫 43 　岡山県立瀬戸南高等学校 土居　真緒

9 冨山　月星 44 　広島県立世羅高等学校 岡脇　茉愛

10 　栃木県立宇都宮白楊高等学校 瀧澤　佑 45 　広島県立沼南高等学校 大石　菜由

11 　栃木県立矢板高等学校 金子　彩香 46 　山口県立田布施農工高等学校 山田　依愛

12 　群馬県立富岡実業高等学校 佐藤　心海 47 　山口県立田布施農工高等学校 梅本　優愛

13 　群馬県立富岡実業高等学校 笠原　小春 48 　香川県立石田高等学校 宮本　愛瑠

14 　埼玉県立いずみ高等学校 髙山　媛可 49 　香川県立飯山高等学校 後藤　璃子

15 　埼玉県立いずみ高等学校 村上　渚咲 50 　愛媛県立宇和高等学校 三瀬　さやか

16 　東京都立園芸高等学校 橋本　蓮慈 51 　愛媛県立丹原高等学校 越智　友咲菜

17 　東京都立園芸高等学校 名鏡　桜良 52 　高知県立幡多農業高等学校 川﨑　ほのか

18 　神奈川県立中央農業高等学校 大谷　依楓 53 　佐賀県立高志館高等学校 武藤　日香里

19 　神奈川県立吉田島高等学校 宮原　千遥 54 　佐賀県立高志館高等学校 中村　明日香

20 　長野県佐久平総合技術高等学校 鈴木　晴花 55 　佐賀県立伊万里実業高等学校 松見　海羽

21 　長野県須坂創成高等学校 吉田　心 56 　佐賀県立唐津南高等学校 吉田　千華

22 　岐阜県立大垣養老高等学校 志知　沙絢 57 　佐賀県立唐津南高等学校 佐々木　和泉

23 　岐阜県立岐阜農林高等学校 砂田　彩里 58 　熊本県立鹿本農業高等学校 星子　天音

24 　静岡県立田方農業高等学校 佐々木　ゆり 59 　熊本県立熊本農業高等学校 松村　ひより

25 　静岡県立田方農業高等学校 江島　ヒイロ 60 　大分県立大分東高等学校 工藤　碧恵

26 　愛知県立半田農業高等学校 島岡　希実 61 　大分県立久住高原農業高等学校 中畑　勇留

27 　愛知県立安城農林高等学校 中川　日葵 62 堀　凛

28 　三重県立四日市農芸高等学校 嶋﨑　心春 63 　鹿児島県立鹿屋農業高等学校 西門　舞香

29 　三重県立久居農林高等学校 合田　霞 64 　沖縄県立中部農林高等学校 島袋　琉梨

30 　滋賀県立長浜農業高等学校 井桁　明優 65 　沖縄県立南部農林高等学校 比嘉　日菜

31 　滋賀県立湖南農業高等学校 中村　陸人

32 　大阪府立園芸高等学校 右川　なつ美

33 　大阪府立園芸高等学校 松井　花梨

34 　兵庫県立有馬高等学校 堀家　すずな

35 　兵庫県立有馬高等学校 前西　梓月
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第34回全国高等学校
ロボット競技大会

競技・コンテスト

日時｜10月25日（日）9:15～16:15
会場｜SAGAプラザ

1　趣旨
　全国の専門高校等で学ぶ生徒が、ロボット競技大会への参加を目指し、仲間と協力しながら自由
な発想で工夫を凝らし、創造力を発揮してロボットを製作する。また、その取組の過程をとおして、
ものづくりの技術・技能を習得し、次世代を担う技術者としての資質を向上させる。

２　競技内容
• 競技時間は 3分間。操縦型ロボットと、自立型ロボットの2台により競技を行う。
•操縦型ロボット1	台でも出場し競技を行うことができ、操縦型ロボットは、マーカーを保持して天
山エリアから出発する。
•有田陶器市の有田焼を主祭殿に設置したあと、各エリアの佐賀特有の特産物を回収し、主祭殿に設
置している有田焼の上に指定された特産物を置いたり、イカ干し機にイカを吊るしたりする。自立
型ロボットは、有明沿岸道路を自走して、海苔加工場の海苔を回収し、主祭殿の指定の場所に設置
する。
•競技では、天山エリアからターゲット内に向けて、操縦型ロボットに保持しているマーカーを投下し、
ロボット2	台の競技得点の合計を競う競技内容である。

3　審査員
　　国立大学法人佐賀大学	理工学部電気電子工学部門　教授　杉　　剛直
　　学校法人片柳学園東京工科大学工学部	機械工学科　講師　上野　祐樹
　　株式会社中山ホールディングス	開発企画部　開発企画課　森本　和也

4　スケジュール

5　式次第

10 月 24 日（土）
　公式練習
　開会式

10:15 ～ 13:15
14:20 ～ 15:00

10 月 25 日（日）
　予選
　準決勝
　決勝
　閉会式

		9:15 ～ 11:39
13:15 ～ 14:07
14:45 ～ 14:58
15:30 ～ 16:15

開会式 閉会式
（１）開式のことば
（２）大会会長挨拶
　　第３４回全国高等学校ロボット競技大会
　　佐賀大会会長（佐賀県立佐賀工業高等学校長）　　　　　　　　　　　　　　　　　岩本

  

憲政
（３）主催者挨拶

文部科学省初等中等教育局高等学校振興課

    

産業教育振興室　教科調査官　 
佐賀県教育委員会　副教育長　                     笹谷　留里子

（４）来賓祝辞

　　
公益社団法人全国工業高等学校長協会理事長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東　秀行　
（５）歓迎のことば
（６）来賓・審査員紹介
（７）優勝旗返還
　　　前年度優勝　大分県立中津東高等学校
（８）選手宣誓
（９）閉式のことば

（１）開式のことば
（２）表彰

文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
     産業教育振興室　教科調査官　　　　　　   内藤　敬

経済産業省九州経済産業局地域経済部
製造産業課   課長　　　　　　　　　　　　　   仁田　純一
佐賀県教育委員会　副教育長　　 　　　   笹谷　留里子
第３４回全国高等学校ロボット競技大会
佐賀大会会長（佐賀県立佐賀工業高等学校長）岩本 憲政

（３）講評
　　国立大学法人佐賀大学  理工学部
　　電気電子工学部門　教授  杉　　剛直

　　（４）次年度開催県挨拶
　　愛媛県立松山工業高等学校長　　　　　　　　清水　　浩

（５）閉式のことば

内藤　敬
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主祭殿 

ターゲット 

ムツゴロウ 

イカ干し機 

天山エリア 

有田焼 

イカ

海苔 
玉ねぎ 

おにぎり 

自立型ロボット
スタートエリア

操縦型ロボット
スタートエリア

6　出場チーム数

競技コート図

都道府県
出場

都道府県
出場

都道府県
出場

都道府県
出場

チーム数 チーム数 チーム数 チーム数
北海道 3 神奈川県 1 兵庫県 1 佐賀県 4

青森県 3 新潟県 4 島根県 1 長崎県 2

宮城県 2 富山県 4 岡山県 3 熊本県 4

秋田県 3 石川県 2 広島県 4 大分県 5

山形県 2 福井県 3 山口県 4 宮崎県 2

福島県 5 長野県 2 徳島県 2 鹿児島県 2

2 愛知県 1 香川県 2 沖縄県 3

栃木県 3 三重県 1 愛媛県 2

合計 96チーム群馬県 1 滋賀県 1 高知県 2

埼玉県 3 京都府 2 福岡県 5
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第1回全国高校生
ビジネスアイデアコンクール

競技・コンテスト

日時｜10月2５日（日）９:０0～１３:００
会場｜ミズ ウェルビーホール 中ホール

1　趣旨
　全国の職業系専門科目を学ぶ高校生が、学んだ知識を活用し、住んでいる地域や国内、国際社会
が抱える課題を解決するためのビジネスアイデアを提案することをとおして、チャレンジ精神や探
究心等の「起業家精神」と情報収集力・分析力・判断力・コミュニケーション力等の「起業家的資
質能力」の育成を図る。

２　競技内容
　全国の職業系専門科目を学ぶ高校生が、地域や社会の課題解決につながるビジネスアイデアを提
案する。書類審査を通過した 8チームが本選に出場し、プレゼンテーションと質疑応答を通して、
アイデアの独創性や実現可能性、事業性を競う。

3　審査員
　　国立大学法人佐賀大学経済学部		学部長　羽石　寛志
　　一般社団法人 InnoDrops	　　	代表理事　小山　直子
　　キャンプ女子株式会社　								共同代表　橋本　華恋
　　文部科学省初等中等教育局高等学校振興課	産業教育振興室　教科調査官　岩館　良伸
　　全国商業高等学校長協会　調査・広報部担当常任理事　岡野　敏昌

4　スケジュール

5　式次第

受付
開会式
発表（前半）
休憩
発表（後半）

		8:30
		9:00 ～		 9:20
		9:20 ～ 10:15
10:15 ～ 10:25
10:25 ～ 11:15

審査・交流会
閉会式・表彰

11:15 ～ 12:15
12:20 ～ 13:00

開会式 閉会式
（１）オープニング映像
（２）開式のことば　
（３）担当校挨拶
　　　佐賀県立鳥栖商業高等学校　
　　　　　校　長　　城ヶ﨑　郁剛
（４）審査員紹介
（５）出場校紹介
（６）閉式のことば

（１）開式のことば
（２）成績発表
　　　国立大学法人佐賀大学経済学部
　　　　学部長（審査委員長）　羽石　寛志
（３）表彰
　　　文部科学大臣賞
　　　（公財）産業教育振興中央会会長賞
　　　全国商業高等学校協会賞
（４）審査講評
　　　国立大学法人佐賀大学経済学部
　　　　学部長（審査委員長）　羽石　寛志
（５）閉式のことば
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6　出場者
番号 学校名 チーム名 タイトル

1 栃木県立栃木商業高等学校 I'm flower.
終わらない花の物語　～あしかがフラワーパークから
生まれる循環型ビジネス～

2 佐賀県立佐賀商業高等学校 佐賀商業P
レイズ  アカデミー
（RAISE ACADEMY）

3 福島県立若松商業高等学校 若松商業高校 鶴ヶ城内ミステリー！！

4 高知県立山田高等学校 山田高校 地域みらい部
フラフラワー
　～廃棄フラフとレモンがつなぐ地域の未来～

休　　　　　　　憩

5 長野県塩尻志学館高等学校 チームあみ 目指せ国宝「縄文の土器んちゃん！」

6 岡山県立真庭高等学校 Team Maniwa
挑戦！産業廃棄物で新たなソーシャルビジネス
　～地域資源循環でみんなをハッピーに～

7 佐賀県立伊万里実業高等学校 伊万里実業 A モチベーションUPの勉強アプリ

8 熊本県立熊本商業高等学校 うまたび！班 阿蘇の魅力再発見！うまたび in ASO
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1　趣旨
　全国の高校生がこれまでに学習した知識と技術をいかし、「おもてなしランチ」を創作する機会を
設ける。佐賀大会では、日本を代表する最高級ブランドの佐賀県産「海苔」と参加者の郷土の特産
物をいかしたランチを創作する。このコンテストを通して、食文化の継承と新たな食の発展へ向け、
食に対する関心を高めるとともに、創造性を養い、調理技術の向上及び健全な食生活を実践する力
を育むことを目的とする。

２　競技内容
	テーマ「	おもてなし	ランチ	～新しい時代につなぐ食のバトン～	」
・コンテストの趣旨やテーマ「おもてなしランチ	～新しい時代につなぐ食のバトン～」に則すること
・規定材料として、佐賀県産「海苔」及び参加者の地域の「郷土の特産物」を１品以上使用すること
・材料費は１食分800	円以内であること（佐賀県産「海苔（焼き海苔）」は提供するため、材料代から除く）
・50	分以内に３食分の調理・盛り付けができること

3　審査員
　　審査員長
　　佐賀県栄養士会（西九州大学健康栄養学部）　会長（学部長）	 福山　隆志
　　審査員
　　文部科学省初等中等教育局教育課程課	教科調査官	
　　高等学校振興課	産業教育振興室	教科調査官	 田邉　暁子
　　全国高等学校長協会家庭部会　事務局長	 加藤　路子
　　佐賀牛レストラン「季楽」本店　総料理長	 田中　洋一郎

4　スケジュール
10 月 24 日（土）
受付
選手打合せ
選手確認作業・準備

13:00 ～ 13:20
13:20 ～ 14:00
14:00 ～ 15:00

10 月 25 日（日）
受付・選手準備
開会式
競技準備
競技
移動・配膳
プレゼン
移動・昼食・審査
閉会式
写真撮影

		9:20 ～ 10:20
10:20 ～ 10:40
10:40 ～ 11:00
11:00 ～ 11:50
11:50 ～ 12:20
12:20 ～ 12:35
12:35 ～ 14:00
14:00 ～ 14:20
14:25 ～ 14:30

全国高校生
クッキングコンテスト

競技・コンテスト

日時｜10月25日（日）10：20～14:２0
会場｜佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校 さつきホール
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5　式次第

6　出場者

開会式 閉会式
（１）開式のことば
（２）主催者挨拶
　　佐賀県立牛津高等学校　校長　　　  戸上　信幸　　　　　　　　　　　　　　　
　　文部科学省初等中等教育局教育課程課 教科調査官
　　高等学校振興課 産業教育振興室 教科調査官
　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　田邉　暁子
（３）来賓・審査員紹介
（４）コンテスト概要説明
（５）出場校・選手紹介
（６）閉式のことば

（１）開式のことば
（２）講評・結果発表
　　　佐賀県栄養士会会長　　　　福山　隆志 

（３）表彰
　    金　賞　
        

文部科学大臣賞

　   

銀　賞

        

公益財団法人産業教育振興中央会会長賞

　   

銅　賞

        

全国高等学校長協会家庭部会理事長賞

　

   
特別賞

            

第３６回全国産業教育フェア佐賀大会実行委員会会長賞

（４）閉式のことば

No 学校名 学年 生徒名 作品名

1 　青森県立百石高等学校 3
今井　瑛獅 おいでやんせ　青森四季彩御膳

～海外につなぐ日本の香り～栗田　悠佑

2 　長野県立屋代南高等学校 3
荒井　結 実りのおごっそランチ田玉　夕姫乃

3 　長野県立屋代南高等学校 2
廣田　理央 ふるさとの恵みランチ石井　美空

4 　岡山県立津山東高等学校 2
鈴木　心優 秋香る　和みの女子会御膳柿原　柚希

5 　香川県立観音寺総合高等学校 3
重松　沙奈 佐賀海苔香る　

讃岐丸ごと口福　中華ランチ松本　芹花

6 　佐賀県立牛津高等学校 3
古賀　莉緒菜 ようこそ佐賀・有明海へ

～牛津丸に技術とつなぐ思いをのせて～蘭　くるみ
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1　趣旨
　高等学校で福祉を学ぶ生徒が、介護技術力とコミュニケーション技術力を、根拠を示しながら実
践し、他者に寄り添う福祉を創造する力と学び続ける資質を育み、お互いの学びの共有を通して、
相互交流を深め、社会に福祉の重要性及び内面的な価値を示すことを目的とする。

２　競技内容
(1)	競技内容	課題に対する介護技術及びエビデンスを競う。
(2)	競技時間	介護技術７分	エビデンス２分

3　審査員
　　学校法人永原学園西九州大学	 教授	 安德　弥生
　　佐賀県在宅生活サポートセンター	 副所長	 中西　美枝子
　　学校法人大牟田学園大牟田高等学校	 講師	 日髙　航成
　　学校法人東奥学園東奥学園高等学校	 教諭	 真田　龍一
　　熊本県立芦北高等学校	 教諭	 松尾　恵
　　岡山県立倉敷中央高等学校	 指導教諭	 福田　庸介
　　兵庫県立日高高等学校	 主幹教諭	 髙附　永吉
　　沖縄県立真和志高等学校	 教諭	 志田　竜馬

4　スケジュール
10 月 24 日（土）
受付
開会式
事前説明・会場見学

13:00
14:00 ～ 14:45
14:45 ～ 16:00

10 月 25 日（日）
受付・選手準備
開会・来賓紹介
競技（１５分毎）

審査会
閉会式・表彰

8:30　　　　
9:15～ 9:30
9:30 ～ 12:50

競技		1	番　　　		9:30～			9:45
競技		2	番　　　		9:45～ 10:00
競技		3	番　　　10:00～ 10:15
競技		4	番　　　10:15～ 10:30
競技		5	番　　　10:40～ 10:55
競技		６	番　　　10:55～ 11:10
競技	７	番　　　11:10～ 11:25
競技	８	番　　　11:25～ 11:40
競技		9	番　　　11:50～ 12:05
競技	10番　　　12:05～ 12:20
競技	11番　　　12:20～ 12:35
競技	12番　　　12:35～ 12:50

第13回全国高校生
介護技術コンテスト

競技・コンテスト

日時｜10月2５日（日）９:15～１５:３０
会場｜SAGAアリーナ サブアリーナ

12:50 ～ 14:20
15:00 ～ 15:30
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開会式 閉会式
（１）開式のことば　

主管校長挨拶　　
　　　　　　　　佐賀県立神埼清明高等学校長　　中西　美香

全国福祉高等学校長会理事長挨拶　　
理事長　髙橋　秀親　　　

文部科学省挨拶　　
　　文部科学省初等中等教育局高等学校振興課
　　産業教育振興室教科調査官　　辻本　智加子

審査員紹介　　　　　　　
優勝旗・特別賞カップ返還　
選手紹介
閉式のことば

（１）開式のことば
（２）
（３）

（４）

成績発表　　　
表彰
《最優秀賞》
　　文部科学大臣賞
《優  秀  賞》

     公益財団法人産業教育振興中央会長賞
　　全国福祉高等学校長会理事長賞
《奨  励  賞》

      第36回全国産業教育フェア佐賀大会実行委員会会長賞
《特  別  賞》

     厚生労働大臣賞（エビデンス賞）
　　日本介護福祉士会会長賞
講評　日本介護福祉士会　会長　今村　文典　

（５）来賓挨拶　厚生労働省社会・援護局

（６）

 

　　　　　　　　　 福祉基盤課福祉人材確保対策室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長　麻那古　直大
閉式のことば

（２）

（３）

（４）

（５）
（６）
（７）
（８）

5　式次第

6　出場者
No. ブロック 学校名 生徒
1 北海道 　北海道置戸高等学校 岩森　唯杏 伊藤　芽生 濱　　有悟

2 東北 　宮城県登米総合産業高等学校 内間　珠良 遠藤　莉々 千葉　理央

3 関東 　東京都立赤羽北桜高等学校 新井　実波 小池　日菜 宮﨑　永佳

4 北信越 　学校法人松本昭和学園エクセラン高等学校 堀　さくら 栁島　冴映 熊谷　明花

5 東海 　岐阜県立大垣桜高等学校 大堀　心奏 東　　結菜 水野　由菜

6 近畿 　兵庫県立龍野北高等学校 内海　莉夕 髙島　裕菜 佐々木　美空

7 中国 　学校法人櫨蔭学園聖光高等学校 池田　陽斗 福島　美羽 森　　心優

8 四国 　香川県立高松南高等学校 稲田　結花  柴田　　凛 上谷　織衣

9 九州 　学校法人松浦学園城北高等学校 德丸　こころ 森下　愛心 北川　桜子

10 九州 　佐賀県立神埼清明高等学校 髙尾　有希 原口　紗和 内田　香里奈

11 開催県 　佐賀県立嬉野高等学校 古賀　美鈴 秋山　　雅 石橋　滉将

12
前回最優秀賞
校地区 　大阪府立淀商業高等学校 笠原　絵美 鈴木　寧々花 山口　あかね
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1　趣旨
　全国の高校生が、実践的なデジタルスキルとイノベーションマインドを身につけるために主体的に
学び、挑戦する機会を提供し、将来デジタル社会の中核を担う人材としての可能性を自ら発見し、育
成することを目的とする。

２　競技内容
A) 育てる!!方言ＡＩコンテスト
	【概要】	AI開発者が使用するプログラミング実験ノート「Jupyter		Notebook	※1	」を用いて、自然言語

処理(NLP)AIモデルによる方言変換AIを開発および評価する。その開発したAIの活用アイデア
をプレゼンする。	　

※1	Project	Jupyterが開発・提供するブラウザ上でコードとその実行結果などを一つにまとめて扱えるデータ分析・学習用のツール

B) サーキットデザインコンテスト
競技①CIRCUIT DESIGNER※2でタイムアタック！～インバーター回路編～
競技② インバーター回路※3 設計コンテスト～スピード編～
【概要】	①	CIRCUIT	DESIGNERを使用して、メタバース上で半導体製造工程の速さを競う。	

②	SX-Meisterを使用して、半導体回路設計の速さと正確さを競う。
※2	有明海沿岸地域発、メタバース内で半導体・集積回路の設計・製造の過程をシューティングゲーム形式で学ぶツールのこと
※3	入力された信号を反対の状態に変換する最も基本的な論理回路であり、コンピュータや電子機器のデジタル回路を構成する重要な要素のこと

3　審査員
　　国立大学法人佐賀大学	教育研究院自然科学域理工学系　教授　皆本　晃弥
　　独立行政法人国立高等専門学校機構	有明工業高等専門学校	創造工学科　教授　石川　洋平
　　学校法人立正大学学園	立正大学	データサイエンス学部　教授　渡辺　美智子
　　株式会社ジーダット　代表取締役　松尾　和利
　　アベニール・ジャパン株式会社　代表取締役　鏑木　優子

4　スケジュール

日時｜10月2５日（日）９:３0～12：30
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ全国高校生DI選手権大会

競技・コンテスト

10 月 25 日（日）
開会
競技
審査集計
表彰式・閉会
		

		9:30 ～			9:40
		9:40 ～ 11:40
11:40 ～ 12:00
12:00 ～ 12:30
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5　競技スケジュール詳細
対面参加とオンライン参加のハイブリッド形式で実施。
１．サーキットデザインコンテスト
　① CIRCUIT DESIGNER でタイムアタック！ ～インバーター回路編～　
　
　② インバーター回路設計コンテスト　～スピード編～　　　　　																	　
	
２．育てる!!方言ＡＩコンテスト
　（一次審査を通過した6チームが、大会当日のお題をもとに最終準備を行い、
　		7分間のプレゼンテーションと審査員との質疑応答を実施）

6　出場者

		

日時｜10月2５日（日）９:３0～12：30
会場｜SAGAアリーナ メインアリーナ

（9:40 ～ 9:50）

（9:50 ～ 10:30）
（10:30 ～ 11:40）

A) 育てる!!方言AIコンテスト
都道府県 学校名 チーム名 使用方言 学年 名前

ＩＴ未来高等学校 ＩＴ未来．チームＡ 沖縄弁
（ウチナーヤマトグチ）

2

2

2

肥高　一護
浅沼　比呂
渡部　翔貴

ＩＴ未来高等学校 リュウキュウノツカイ 沖縄弁
（ウチナーグチ）

1

1

上保　悠都
木村　裕人

鹿児島県 鹿児島情報高等学校 人工芝 鹿児島弁
3

3

3

下大迫　龍空
中間　一希
庭田　かりん

鹿児島県 鹿児島情報高等学校 最後はAIが勝つ 鹿児島弁 2

2

髙橋　明人
平内　裕麻

佐賀県 佐賀県立
唐津南高等学校

唐津南高校
食品流通科
チームValley

佐賀弁
2

2

2

2

毛利　祐月
峰　藍理
北島　羽美
松永　寧々

佐賀県 佐賀清和高等学校 チームSEIRENKATA 

致遠館Lab
佐賀弁 2
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１　開会のことば　
	 全国産業教育振興会連絡協議会常務理事	 岩井　　宏
	 （公益財団法人産業教育振興中央会専務理事）

２　国歌斉唱
3　 挨　　拶
	 全国産業教育振興会連絡協議会副会長	 杉江　和男
	 （公益財団法人産業教育振興中央会理事長）
	 佐賀県産業教育振興会会長	 山田　裕久
	 （佐賀県商工会議所連合会会長）

4　来賓挨拶
	 文部科学省大臣官房学習基盤審議官	 常盤木祐一
	 佐賀県教育委員会教育長	 甲斐　直美
	 （佐賀県産業教育振興会副会長）

5　 来賓及び出席者紹介

6　 講　　演
	 演　題：「佐賀をお豆腐の聖地へ
　　　　　　～地方から世界に通用する食文化を作ることをビジョンに掲げる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐嘉平川屋の挑戦～」
	 講　師：	平川　大計（株式会社佐嘉平川屋代表取締役）

7　 大会決議文協議・採択
	 全国産業教育振興会連絡協議会理事長	 小林　治彦
	 （東京都産業教育振興会会長）
	 佐賀県産業教育振興会常任理事	 西岡　政治
	 （決議文起草委員長・佐賀県立高志館高等学校長）

8　 次期開催県挨拶
	 愛媛県産業教育振興会会長	 尾﨑　英雄
	 （株式会社フジ	相談役）

9　 閉会のことば
	 佐賀県産業教育振興会副会長	 福岡　　桂
	 （佐賀県中小企業団体中央会会長）

日時｜10月2４日（土）１５:３0～1７：00
会場｜ホテルグランデはがくれ ハーモニーホール第68回全国産業教育振興大会

会議
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協賛広告
第36回全国産業教育フェア佐賀大会への御協賛、
御賛同いただいた皆様に深く感謝申し上げます。
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INPIT 知財人材部
〒105-6008
東京都港区虎ノ門四丁目3番1号（城山トラストタワー8階）

03-5512-1202 ip-jz08@inpit.go.jp

知財学習
探究・課題研究をスケールアップ！

INPIT-KYUSHU

九州・沖縄地域における知財
活用の新たな拠点として、企業
や大学等の活動を支援します。

令和8年10月開所

知財力開発校支援事業

令和8年11月16日
応募締切

教材・講師/専門家の紹介

アドバイザーによる助言50 万円以内で
支援します

年間最大

参加校間の情報交換・交流会

高校・高専での知財学習の取組を支援します。
パテントコンテスト
＆デザインパテントコンテスト
生徒・学生による発明・デザイン
（意匠）を募集・表彰するコン
テストです。優秀賞作品は、弁
理士のサポートを受けながら特
許・意匠出願に挑戦できます。

特設サイトで
詳細をチェック！

知財に関する様々な学習教
材の動画コンテンツを公開して
いるeラーニングサービスです。
初めて知財を学ぶ方や生徒向
けのコンテンツも充実しています。

無 料 動 画 教 材

IPePlatサイトで
詳細をチェック！

公募の詳細は特設サイトをチェック！＞＞＞＞

01 活動経費の支援 02 知財学習の取組支援

★★★さんフェアSAGA・ブース出展中！★★★

INPITのブースにお越しください！

（月）
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ホームページはこちら
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スクールウェア、ユニフォーム・スポーツカジュアルの総合商社 （ユニフォーム事業部・スポーツ事業部）

〒849-0933佐賀県佐賀市卸本町7-12　FAX.0952-31-8684　平日9：00～18：00（土日祝定休）

Tel.0952-31-5111
https://www.hizenmate.jp ヒゼンメイト 検索

各種作業着
WORK WEAR

オリジナル
ORIGINAL

取扱ブランド品
BRAND PRODUCTS

スクールウェア
SCHOOL WEAR
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よよりり確確かかななチチーームムワワーーククでで。。  ずっと支える、地域の未来を。 
●生生ココンンククリリーートト 

●セセメメンントト各各種種・・地地盤盤改改良良材材 

●建建設設資資材材関関連連 

(パイル・高欄・景観資材) 

●建建築築資資材材関関連連 

(屋根・床・外壁資材) 

●土土木木資資材材関関連連 

(上下水・農水用資材・ 

鋼材・暗渠資材・その他) 

●酒酒類類販販売売 

福 岡  桂 代表取締役 

本   社  佐賀市水ヶ江一丁目 2 番 33 号 
武雄営業所 武雄市武雄町大字武雄 4949 
福岡営業所  福岡市早良区早良 2 丁目 1 番 1 号 
唐津営業所  唐津市中瀬通 10 番 3 号 
酒類販売所  神埼市神埼町姉川 1878 番 

TEL 0952-24-0111 FAX 0952-29-4301 
TEL 0954-23-3181 FAX 0954-23-3183 
TEL 092-872-4881 FAX 092-872-4882 
TEL 0955-73-0307 FAX 0955-74-2105 
TEL 0952-37-0620 FAX 0952-37-0621 
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佐賀県稲作経営者会議
佐賀県稲作経営者会議（会長：光吉浩之）は、
米、麦、大豆等の土地利用型農業に取り組む大規模稲作
経営者の組織です。
自らの農業経営の安定と発展を図るとともに、佐賀の稲作農業の発展に
貢献できるよう研修会等を通して会員相互の研さんに取り組んでいます。
(1)設立年：昭和５５年７月
(2)会員数：正会員３６名・賛助会員６社（令和８年４月現在）
(3)年会費：正会員２０,０００円、賛助会員３０,０００円
(4)主な研修等
　・国・県関係機関、大学教授等を講師に招き研修会を開催 （年３回程度）
　・先進経営体等への現地視察を開催 （年１回）
　・九州ブロック稲作経営者組織会員研修・交流会を開催（年１回）
　・全国稲作経営者会議が主催する「全国稲作経営者現地研究会」､｢若い稲作経営者研究会｣等への参加

〒849-0314 小城市芦刈町三王崎1522 芦刈保健福祉センタ－「ひまわり内」
事務局：一般社団法人佐賀県農業会議 TEL:0952-20-1810、FAX:0952-20-1818
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〒840-2212

佐賀県佐賀市川副町犬井道1875番地5

TEL：0952-34-9710

FAX：0952-34-9708

e-mail：saga-marre711@ace.ocn.ne.jp

ご提案の段階から導入後の
アフターサポートまで、お客様に寄り添い、
一貫したサービスをご提供いたします。

株株式式会会社社ママーーレレ

理化学機器・医療用教育ｼﾐｭﾚｰﾀ・産業機器・測定機器・

機械工具・伝動装置販売

ＡＩ時代の経営人材育成

THINKBASE ACADEMY
代表 坂 口 憲 一
(中小企業診断士、農業経営アドバイザー)

HPはこちら

高校生・教師・地域の皆様
とともに、活気ある大会を
応援します！！

ささんんフフェェアア  SSAAGGAA  22002266
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KACアカデミー オープンキャンパス開催中‼

少人数制で国家試験合格までを徹底サポート。

農業の味方
全国農業新聞・
全国農業図書

全国農業図書では、農地、農政に関する
書籍をはじめ、青色申告や税制、労務管理など
農業経営に関する書籍を多数取り揃えています！

TEL:0952-20-1810 FAX:0952-20-1818 〒849-0314  佐賀県小城市芦刈町三王崎１５２２ 芦刈保健福祉センタ－「ひまわり」内

新聞購読お申込み・図書注文は・・・

一般社団法人佐賀県農業会議

月４回
金曜発行
本紙・月900円
電子版・月700円
※本紙購読で電子版
も購読できます

    農業者の公的代表機
関である農業委員会系統
組織が発行する「全国農
業新聞」は農業情勢を始
め、経営とくらしに役立つ
情報や地域情報等を掲
載しています！
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高等教育の修学支援新制度対象校

令和９年度
入学願書受付中！

フリープランの
随時開催中！体験セミナー＆学校説明会

キミの”好き”が最
強の

キミの”好き”が最
強の

”スキル”になる！”スキル”になる！

住⽣活の未来に貢献する企業

シーケンス制御作業受検
対策ユニット「BSK-500TRⅡ」
・PLCを触ったことが無い方向けです。
・国家技能検定試験と同等の仕様です。
・工業高校およびポリテクへの導入実績が多いです。
・PLCの制御に関する知識を一通り身に付けることが可能です。
・学習したいレベルに応じて上位の製品を多数ご用意しております。
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シーケンス制御作業受検
対策ユニット「BSK-500TRⅡ」
・PLCを触ったことが無い方向けです。
・国家技能検定試験と同等の仕様です。
・工業高校およびポリテクへの導入実績が多いです。
・PLCの制御に関する知識を一通り身に付けることが可能です。
・学習したいレベルに応じて上位の製品を多数ご用意しております。
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〒847-0023 佐賀県唐津市半田 2585-1 
TEL：0955-77-1265  FAX：0955-77-3690

優
し
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菜
で
、
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咲
か
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〒847-0023 佐賀県唐津市半田 2585-1 
TEL：0955-77-1265  FAX：0955-77-3690

優
し
い
野
菜
で
、
笑
顔
を
咲
か
せ
る

林酸素株式会社
代表取締役 林 隆好

人にやさしいエネルギーの供給
高圧ガス・溶接材料・機械・工具・配管工事

〒849-0919 佐賀市兵庫北七丁目３番６２号
TEL 0952（24）3235 FAX 0952（23）6170

E-mail:saga@hayashisanso.co.jp
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林酸素株式会社
代表取締役 林 隆好

人にやさしいエネルギーの供給
高圧ガス・溶接材料・機械・工具・配管工事

〒 佐賀市兵庫北七丁目３番６２号
（ ） （ ）
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協賛団体一覧
第36回全国産業教育フェア佐賀大会への御協賛いただきました皆様

（敬称略　アルファベット・五十音順）
5	Company	株式会社
株式会社Ａコープ九州
株式会社Gen	CXO	Studio
PASSO　OTAKA
株式会社ＳＵＭＣＯ
TAC株式会社
THINKBASE	ACADEMY
WorldSkills.jp
アシアル株式会社
株式会社　麻生園芸
学校法人	麻生塾
有田焼卸団地協同組合
有限会社岩石農産
小城羊羹協同組合
株式会社学映システム
学校法人片柳学園
唐津土建工業株式会社
学校法人コア学園唐津ビジネスカレッジ
学校法人九州アカデミー学園　九州医療専門学校
学校法人中村産業学園　九州産業大学
株式会社グリーン産業
学校法人久留米工業学園　久留米工業大学
久留米大学
独立行政法人工業所有権情報・研修館
公立学校共済組合佐賀宿泊所　グランデはがくれ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
株式会社ゴール　九州工場
五光建設株式会社
株式会社佐賀教弘
株式会社佐賀銀行
佐賀県稲作経営者会議
一般社団法人佐賀県銀行協会
佐賀県高等学校 PTA連合会
佐賀県高等学校教職員組合
佐賀県高等学校長協会
佐賀県食糧株式会社
一般社団法人佐賀県農業会議
佐賀県農業協同組合中央会
佐賀県農業法人協会
佐賀コンピュータ専門学校
佐賀城北自動車学校
佐賀整肢学園・かんざき清流苑
佐賀整肢学園こども発達医療センター
佐賀トヨタ自動車株式会社
佐銀デジタルパートナーズ株式会社
株式会社佐賀 LIXIL製作所
株式会社佐電工
三井物産サプライチェーン・ソリューションズ株式会社
株式会社　ジーダット
自衛隊佐賀地方協力本部
シゲマツ不動産有限会社
シャープマーケティングジャパン株式会社
シンエイメタルテック株式会社

株式会社杉孝
大電株式会社
タイムカプセル株式会社
株式会社大洋建設
大和製罐株式会社九州工場
学校法人旭学園　武雄アジア大学
学校法人巨樹の会　武雄看護リハビリテーション学校
竹下製菓株式会社
株式会社谷田建設
テクノデータサイエンス株式会社
東亜工機株式会社
専門学校	東京CPA会計学院	熊本校
東武トップツアーズ株式会社　佐賀支店
株式会社戸上電機製作所
株式会社友桝飲料
株式会社トライアルベネフィット
株式会社酉島製作所
株式会社永池
株式会社中野建設
株式会社中山ホールディングス
有限会社七島農産
株式会社　名村造船所
学校法人	永原学園	西九州大学
学校法人都築育英学園	日本経済大学
株式会社日本政策金融公庫
株式会社ノガタ
有限会社野田ハイツ
株式会社バイオテック富士
株式会社バイナス
株式会社	はかた本舗
林酸素株式会社
公益財団法人原田記念財団
株式会社ヒゼンメイト
ヒューベストホールディング株式会社
株式会社福岡商店
株式会社フレックス唐津
株式会社ベネッセスタイルケア
ホンダカーズ佐賀株式会社
株式会社マーレ
松尾建設株式会社
株式会社ミゾタ
三井情報株式会社
株式会社峰組
宮島醤油株式会社
武藤工業株式会社
宗政酒造株式会社
メガソフト株式会社
山口産業株式会社
株式会社リコピーサービス
レンゴー株式会社	鳥栖工場
株式会社ワイビーエム
ワタキューセイモア株式会社
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つなげよう 産業のバトン！佐賀から維新をふたたび！

第３６回全国産業教育フェア佐賀大会


